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2019 年９月 12 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 石 井 表 記

代表者名 代表取締役 石 井  峯 夫

（コード番号 ６３３６ 東証第２部）

問合せ先
常務取締役 
管理本部長 

渡 邊  伸 樹

（ＴＥＬ ０８４－９６０－１２４７）

 

 

 

2020 年１月期第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異 

ならびに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2020 年１月期第２四半期累計期間（2019 年２月１日～2019 年７月 31 日）におきまして、

2019 年３月 20 日に公表いたしました 2020 年１月期第２四半期累計期間の業績予想値と、本日公表の

2020 年１月期第２四半期累計期間実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、2020 年１月期通期（2019 年２月１日～2020 年１月 31 日）の業績予想につきましても、下記

のとおり修正いたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

なお、期末配当予想については前回公表値（普通株式 1 株当たり 10 円）から変更はございません。 

 

 

記 

 

 
１．2020 年１月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値の差異について 

（１）連結（2019 年２月１日～2019 年７月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する
四半期純利益 

１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

4,760 

百万円 

18 

百万円 

△76 

百万円 

△104 

円 銭 

△12.79 

実 績 値            （Ｂ） 4,591 85 7 △78   △9.60 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △168 67 83 25 － 

増 減 率            （％） △3.5 368.5 － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（2019 年１月期第２四半期） 

6,033 676 647 517 63.48 
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（２）個別（2019 年２月１日～2019 年７月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

2,963 

百万円 

△123 

百万円 

△171 

百万円 

△178 

円 銭 

△21.85 

実 績 値            （Ｂ） 2,532 △170 △189 △205 △25.22 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △431 △47 △18 △27 － 

増 減 率            （％） △14.5 － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（2019 年１月期第２四半期） 

4,131 604 590 491 60.28 

２．差異の理由 

以下の理由により、前回予想（2019 年３月 20 日公表）の 2020 年１月期第２四半期業績予想値と本

日公表の 2020 年１月期第２四半期実績値に差異が生じるものであります。 

（１）売上高 

   個別 

電子機器部品製造装置のプリント基板分野において、米中貿易摩擦などの影響によって企業の

設備投資が慎重な動きとなり、当初想定しておりました中国を中心とした海外向けの装置販売が

減少し、前回予想を下回りました。 

ディスプレイおよび電子部品におきましても、アミューズメント向け部品分野における当社得

意先の生産が当初想定を下回ったことや、自動車向け印刷製品において、顧客の生産終了が想定

より早まったことなどから前回予想を下回りました。 

（２）営業利益 

  ① 個別 

経費削減に努めたものの売上高の減少の影響が大きく、前回予想を下回りました。 

  ② 連結 

個別に記載したとおり当社の営業利益は予算を下回りましたが、上海賽路客電子有限公司にお

いて新規案件の増加に伴い予算を上回る業績となったことから、当社グループの営業利益は前回

予想を上回りました。 

（３）経常利益 

  ① 個別 

営業利益が減少したことなどにより、前回予想を下回りました。 

  ② 連結 

営業利益が増加したことなどにより、前回予想を上回りました。 

（４）四半期純利益 

  ① 個別 

経常利益が減少したことなどにより、前回予想を下回りました。 

② 連結 

経常利益が増加したことなどにより、前回予想を上回りました。 
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３．2020 年１月期通期業績予想の修正 

（１）連結（2019 年２月１日～2020 年１月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

11,434 

百万円 

689 

百万円 

561 

百万円 

443 

円 銭 

54.34 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 10,186 458 310 222   27.32 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,247 △230 △251 △220 － 

増 減 率            （％） △10.9 △33.5 △44.8 △49.7 － 

（ご参考）前期実績 
（ 2 0 1 9 年 １ 月 期 ） 

13,191 1,456 1,464 1,056 129.54 

（２）個別（2019 年２月１日～2020 年１月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

7,832 

百万円 

378 

百万円 

292 

百万円 

235 

円 銭 

28.84 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 6,289 45 △21 △44 △5.44 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,543 △333 △314 △279 － 

増 減 率            （％） △19.7 △88.1 － － － 

（ご参考）前期実績 
（ 2 0 1 9 年 １ 月 期 ） 

9,005 1,128 1,140 700 85.86 

４．修正の理由 

以下の理由により、前回予想の 2020 年１月期通期業績予想値を修正するものであります。 

（１）売上高 

  ① 個別 

電子機器部品製造装置のプリント基板分野においては、米中貿易摩擦などの影響により企業の

設備投資が控えられる環境が今後も引き続くと見込まれ販売減少を想定しております。ディスプ

レイおよび電子部品についても半導体や工作機械市場の景況感が悪化しており、スイッチパネル

関連の売り上げは減少が見込まれます。また、想定していた今期中における自動車向け印刷製品

新規案件の量産は難しくなりました。 

これらの理由によって当社の売上高が前回予想を下回ると見込んでおります。 

  ② 連結 

上海賽路客電子有限公司の売上高は引き続き堅調に推移する予定ですが、個別で記載した当社

の減収要因が大きく、当社グループの売上高も前回予想を下回ると見込んでおります。 

（２）営業利益 

    売上高予想の修正に伴い、個別、連結とも営業利益予想を修正するものであります。 

（３）経常利益 

営業利益予想の修正に伴い、個別、連結とも経常利益予想を修正するものであります。 

（４）当期純利益 

経常利益予想の修正に伴い、個別、連結とも当期純利益予想を修正するものであります。 
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＜業績予想に関する注意事項＞ 

この資料に記載しております業績予想数値につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算

定しておりますので、多分に不確定要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は業況の変化

などにより、この資料に記載している業績の予想数値とは異なる場合がありますことをご承知おき

下さい。 

 

以 上 


